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参考資料（ネットからダウンロード可）

▲お時間があるときにぜひお試しください！
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本日の話題の範囲
気候：中国四国地方（温暖地）
大豆の栽植密度：狭畦栽培（条間30cm） ☜普通畦とは防除手法が異なる
大豆の品種：中国四国地方の奨励品種（サチユタカなど） ☜薬害を考慮
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BASFジャパン株式会社HP（https://soy-channel.basf.co.jp/weeds/）より一部引用

マルバルコウ

アメリカアサガオ エノキグサ

クサネムアレチウリ

カロライナツユクサイヌホオズキ

ヒロハフウリンホオズキ

オヒシバメヒシバ
ノビエ

アメリカセンダングサ スベリヒユイチビ

エノコログサスズメノカタビラ

ホソアオゲイトウ イヌタデ シロザ

土壌処理剤，
茎葉処理剤が

有効

土壌処理剤，
茎葉処理剤が

有効

土壌処理剤△
茎葉処理剤△
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難防除雑草の発生実態

Q. 大豆畑に難防除雑草はどれくらい侵入しているのですか？
A. よく分かりません（全国レベルの調査事例が稀）

農研機構中央農研の研究成果情報（2009）より引用

◀帰化アサガオ類だけでも
大豆栽培面積の26%で確認
（2008年）
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難防除雑草の発生実態

Q. 大豆畑に難防除雑草はどれくらい侵入しているのですか？
A. よく分かりません（県単位なら詳細な調査事例も）

河野ら（2020）より引用

◀大分県の調査事例
（2015~2016年）

ヒロハフウリンホオズキ：51.4%
ホソアオゲイトウ：46.6%
マルバルコウ：20.3%
（帰化アサガオ類4種：49.3％）

カロライナツユクサ：34.5%
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防除のコツ①：侵入警戒

難防除雑草は蔓延してからでは対策が難しい
⇒日頃の警戒＋早期発見，早期対策が重要

発生場所の早期特定と情報の共有

・同一法人（生産者）内の圃場は必須
⇒トラクター等の移動の際に要注意

・可能であれば集落，地区単位でも
⇒圃場だけでなく，周辺畦畔，河川敷，

非農耕地が侵入元になる可能性

診断に基づく大豆栽培改善技術導入支援マニュアルp3
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防除のコツ①：侵入警戒

難防除雑草は蔓延してからでは対策が難しい
⇒日頃の警戒＋早期発見，早期対策が重要

（イメージ）

１．放っておくと，急速に増殖，まん延
２．雑草発生量が増えるほど，防除コストも嵩む
３．まん延後は，防除を徹底してもなかなか発生量は減少しない

（圃場の埋土種子は長期間生存）
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